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氏名 

 

１ ①～⑰に入ることばを次の語群から選んで，下の解答欄に書け。ただし，＜北アメリカ州＞の

「ロッキー」は２回使うこと。  

＜北アメリカ州＞  USMCA アパラチア  アメリカ  カナダ  適地適作  ヒスパニック   

メキシコ  ロッキー  

＜南アメリカ州＞  アマゾン  アルゼンチン  アンデス  エクアドル  チリ  パンパ  

         ブラジル  ポルトガル  

①   ②   ③   

④   ⑤   ⑥   

⑦   ⑧   ⑨   

⑩   ⑪   ⑫   

⑬   ⑭   ⑮   

⑯   ⑰     

 

２ ①～⑬に入ることばを次の語群から選んで，下の解答欄に書け。  

 

 

 

 

①   ②   ③   

④   ⑤   ⑥   

⑦   ⑧   ⑨   

⑩   ⑪   ⑫   

⑬       

  

 

 

 

 

 

ヒントプリント 

アステカ  アルゼンチン  イヌイット  インカ  カナダ  企業的  サンベルト  持続可能  

シリコンバレー  赤道  多国籍  バイオ  フランス   



３ 次のヒントや選択肢を参考に，問いに答えよ。  

＜実際に問題を解いて，知識を活用してみよう＞ 

１(1) Ａ国（アメリカ）の北緯 37 度付近から南に位置し，ICT 産業が発達している地域として最  

も適当なものを選べ。  

  ア  経済特区   イ  シリコンバレー   ウ  NIES  エ  サンベルト  

 

(2) Ａ国（アメリカ）には農業に適した広い土地があるが，気温，降水量，土地などの自然条件

が異なるので，それぞれの環境に適した農作物が栽培されている。これを何というか。  

  ア  焼畑農業   イ  遊牧   ウ  適地適作   エ  二期作  

  

２(1) Ｃ国はブラジル。  

 

(3) オーストラリアやブラジルが上位であることに着目する。  

 

３ Ｅ国はペルー。  

 

４ あ：カナダは英語とフランス語が公用語。  

  い：パンパはアルゼンチンに広がる大草原。 

 

＜記述問題にチャレンジしよう＞ 

１ アメリカの企業的農業についてまとめた次の文のＸ，Ｙのア，イから適当なものをそれぞれ選

べ。  

 

 

 

 

５ バイオエタノールが石油に代わるエネルギー源として生産が拡大することで期待されることに

ついてまとめた次の   Ｘ   には適することばを書き，  Ｙ   には適当なものを下のア～エか

ら選べ。  

 

 

 ア  砂漠化   イ  森林破壊   ウ  酸性雨   エ  地球温暖化  

 

 

 Ｘ   の排出量を削減し，  Ｙ   を抑制すること。 

アメリカは農地がＸ（ア  広い   イ  狭い）ので，大型機械や大規模なかんがい施設を  

利用して，Ｙ（ア  多い   イ  少ない）労働力で経営している。  


